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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応① 現状認識
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ROE＝当期純利益 ÷ 自己資本（期首期末平均）
ROIC＝NOPAT（税引後営業利益） ÷ 投下資本（運転資本+固定資産、期首期末平均）
PBR＝期末株価 ÷ 一株当たり純資産

1 当社調べ

電子楽器ビジネス 徹底した見える化

大きな投下資本不要。高い効率性 迅速な経営判断と危機対応力

ROE

22.2%

いずれの指標も東証プライム上場企業平均1を大きく上回る高い水準（2023年12月期）

ROIC

17.2%

PBR

3.04X



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応② 課題と取り組み
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 高い資本効率性を維持しているものの、近年の危機対応や成長投資によりROICは低下傾向
 ROICマネジメントの更なる強化により改善に取り組む

ROIC＝NOPAT（税引後営業利益） ÷ 投下資本（運転資本+固定資産、期首期末平均）
WACC＝6～8％程度

22.1%

30.7%

18.7%
17.2% 16.4%

2020 2021 2022 2023 2024予想

ROICの推移  SCM混乱への積極的な対応により、売り逃しを最小化した一方で棚卸資産は増加
 成長投資（Drum Workshop社買収）による投下資本（のれん含む）増加
 円安の進行

 ROICマネジメントの更なる強化
（詳細は次頁参照）

回復軌道へ



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応③ ROICツリー
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限界利益率

販売単価の適正化（主に新製品）

リベート/値引きの抑制（主に既存製品）

変動費単価の改善

海上輸送費（コンテナ輸送単価）の低減

固定資産回転率

固定資産残高の適正管理（特に新本社関連）

DW社とのシナジー（PMI加速）

IRR: 新製品投資

IRR: 新規固定資産投資

運転資本回転率

売上債権回転期間の適正化

棚卸資産回転期間の適正化
（完成品, 部品, 仕掛品）

仕入債務回転期間の適正化

固定費比率

固定費生産性＜限界利益÷固定費＞の向上

固定費執行状況の適正管理

将来を見据えた投資優先度の常時見える化

除却損・評価損（完成品・部品）の最小化

KGI
企業価値向上

 アクションごとの責任者を明確にし、着実なPDCAを実現するモニタリング体制で実行

お客様
ローランドファンの増加による

ブランド価値向上

従業員
顧客数・単価向上で得られた

付加価値の還元

株主
キャピタルゲイン・
インカムゲインの増加

お取引先
顧客数増加による
取引量・金額の拡大

ROIC

NOPAT
（税引後営業利益）

85億円
（FY24予想）

投下資本回転率

1.9回
（FY24予想）

24年注力

24年注力

24年注力

KPI アクション

24年注力

実効税率 優遇税制の積極的活用



将来見通しに関する注意事項

本資料はローランド株式会社の「将来予想に関する記述に該当する情報」が記載されています。本
資料における記述のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、将来予測に関する記述に
該当します。これら将来予測に関する記述は、現在入手可能な情報に鑑みてなされた当社の仮
定および判断に基づくものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。これに
は既知または未知のリスクおよび不確実性ならびにその他の要因が内在しており、実際の業績と大
きく異なる可能性があります。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、当社の事業を
取り巻く経済情勢、需要動向、為替相場の変動等が含まれます。
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